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概要 
本研究では，園務支援システムにおけるシェアの高

い CoDMON の幼稚園への導入と活用についてフィー
ルドでの質的調査を行い，問題点を検討した．その結
果，幼稚園での業務に即していない部分がある，使いに
くい機能があるなど，CoDMONの機能的な問題点が示
された．システム導入にあたっての抵抗感では，ドキュ
メントを読む際に認知的負荷がかかること，画面上で
の読みが業務中の読みに適していない可能性が示され
た．  

キーワード：園務支援システム，CoDMON，ユーザ
ビリティ，ペーパーレスオフィス 

1. はじめに 

幼児教育の場での事務処理の負担軽減を目指して，

園務支援システムの導入が進められている．行政にお

いても，導入を支援するため助成金をだしている市町

村も多く，園務支援システムへの需要は高まっている．

本研究では，地元幼稚園の請求管理担当者（保育料など

の徴収金及び市町村への助成金の請求担当者），教諭か

らシステムの導入に関する負担の大きさや，使いづら

さについての声が寄せられた為，園務支援システムに

おけるシェアの高い CoDMON の幼稚園への導入と活

用についてフィールドでの質的調査を行い，その問題

点を検討した． 

 

図 1  CoDMONのトップ画面と保護者アプリ 

2. 方法 

調査時期：2022年 2月から 3月 

調査対象：沖縄県内の私立幼稚園 3園（CoDMON導入

後，2年から 3年），沖縄情報システム株式会社（沖縄

県内のCoDMON代理店）CoDMON担当者 

表 1 調査を実施した幼稚園に関するデータ 

 

調査方法：管理者（園長など），教諭，請求管理担当者，

CoDMON代理店担当者への聞き取り調査を実施（1時

間～2時間）． 

記録方法：ビデオカメラによる録画，ICレコーダによ

る録音． 

3. 結果 

3-1. CoDMONの利用している機能 

表 2 CoDMONの利用している機能 

 

 

A幼稚園 B幼稚園 C幼稚園

園児数 80名 79名 60名

職員数

園長

教諭15名

事務2名

園長

教諭8名

事務2名

園長

副園長

教諭9名

事務1名

CoDMONを

利用する機器

PC：5台

iPad：4台

PC：6台

iPad：1台

PC：4台

iPad：1台

A幼稚園 B幼稚園 C幼稚園

お知らせ一斉配信 〇 〇 〇

保護者からの欠席連絡 〇 〇 〇

登降園管理 〇 〇 〇

請求管理（徴収金の計算） 〇 〇 〇

連絡帳（体温報告含む） × 〇 ×
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3-2.導入形態の違い 

CoDMON の多くの機能を利用している B 幼稚園で

は，園長自らが自園の業務への整合性を検討し，

CoDMON 代理店の担当者と綿密に連絡を取り合いな

がら，トップダウン的に行った． 

C幼稚園では，明確な CoDMON導入の担当者はいな

かったが，自発的に各担任教諭が機能を試用．教諭間で

利便性に関する情報を共有しつつ，管理者である副園

長の許可も得ながらボトムアップ的に業務への運用を

開始．請求管理に関しては，請求管理担当者が自園での

請求管理の形態に合わせた導入を試用し利用．現在利

用している機能以外についても導入を検討． 

A 幼稚園では主幹，事務責任者，請求管理担当者が

中心となって CoDMON 代理店の担当者による機能に

関する説明を聞き利用開始．現在利用している機能以

外の教諭の業務に関連する機能（体温の記録，日誌，指

導案，成長記録など）については，導入について検討さ

れないままとなっている．検討が進まない要因として

は，教諭が園児の教育にかかわる業務で手一杯であり

余裕がないこと，CoDOMONを導入することで得られ

る成果についての評価が低いことが挙げられる． 

システムの導入に関して，教諭の業務に使われる機

能と請求管理に関する機能の両方について積極的に関

与する担当者がいる場合，導入が進みやすいことが示

めされた． 

3-3.導入の進んだ機能 

3-1-1.負担なく導入が進んだ機能 

幼稚園側にも，利用する保護者の側にも負担なく導

入が進んだ機能は，保護者からの欠席連絡（保護者アプ

リ），お知らせ一斉配信である．欠席連絡については，

これまで一定の時間になると電話対応に最低 1 名の職

員がかかりきりになるといった状況が生じていたが，

導入後は幼稚園の対応可能時間以外にも欠席連絡を受

け付けることができる．欠席する園児の一覧について

も担任教諭，事務担当者が見たい時に確認することが

できる（担任教諭は 9時前に 1度は確認する，9時以後

の連絡は事務側で随時チェックし，連絡する）．お知ら

せ一斉配信機能も，電話連絡網を作ることが困難な現

状（保護者から個人情報である電話番号を他人に知ら

れることについて苦情が寄せられるなど）を踏まえる

と，利便性が高い．これらの機能は，幼稚園側，保護者

側どちらにとっても操作が分かりづらい，画面が見づ

らいなどの認知的負荷も少ない．  

保護者アプリより欠席連絡を送信 

 

 

幼稚園側のCoDMONの画面にて欠席連絡を確認 

図 2 欠席連絡 

3-1-2.負担があったが導入が進んだ機能 

A 幼稚園では，保護者アプリからの預かり保育の申

請について，保護者から分かりづらいとの声が多数寄

せられた．図 3 に示すように預かり保育の申請を「お

迎え」タブをタップして行う点が利用者に戸惑いを生

じさせている原因と考えられる．また，間隔をあけて数

日だけ預かり保育を利用したい場合，1日ごとに申請の

操作を行わなければならず，使いにくいとの声もある．

いったん慣れてしまえば利用時に問題は生じないため，

幼稚園独自のマニュアルを作成し配布して対処してい

る． 

 

 

 

 

A幼稚園 B幼稚園 C幼稚園

体温記録（園内） × × ×

成長記録（身長，体重） × 〇 〇

アンケート 〇 × 〇

日誌 × × 〇

指導案 × × ×

園内連絡 × 〇 〇

動画配信 〇 × 〇

バス運行管理 バスなし 〇 バスなし
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図 3 保護者アプリからの預かり保育の申請 

登降園管理，請求管理については，3園とも利用して

いるが，利便性については問題点もある．園児の在園時

間は 9時から 14時までの基本の時間以外に，朝の預か

り保育，午後の預かり保育がある．預かり保育は，毎日

決まった時間まで利用する場合も，数回，短時間のみ利

用する場合もある．請求管理担当者は各日の利用人数

をカウントして記録し，市町村へ預かり保育について

の補助金を申請する．CoDMONでは，毎日預かり保育

を利用する園児についてはカウントできるが，不定期

に利用する園児の数も加えたカウントはできない為，

請求管理担当者は図 5 に示すように用紙に手書きでカ

ウントを行う．他にも 1号園児，2号園児，新 2号園児

で異なる保育料，預かり保育料などの計算が必要であ

るが，児童台帳登録時にその計算を念頭に入れてフラ

グを立てる必要がある．その為，CoDMON導入にあた

って，自園の業務への整合性を考えて調整する労力が

求められ，担当者の負担が大きい．これらの点について

は，システムの側が幼稚園の業務に沿っていないこと

が示された．  

 

図 4 登降管理カードとカードリーダー 

 

図 5 預かり保育の利用人数のカウント 

参考 

・1号園児：保育に必要な事由に該当しない，教育標準

時間 4時間程度で通園，保護者が直接入園を申し込む 

・2号園児：保育に必要な事由に該当する，保育標準時

間（原則 11時間以内）や保育短時間（原則 8時間以内）

で通園する，市町村を通して入園を申し込む 

・新 2 号園児：月に 64 時間以上の就労が証明できる，

他の認定できる事由に該当する，保育標準時間（原則

11時間以内）や保育短時間（原則 8時間以内）で通園

する，２号園児の申請に通らなかった場合，新２号園児

の申請をするため，市役所を通して入園を申し込み，直

接幼稚園にも入園を申しむ（併願） 

1 号園児のみだと徴収金の計算は複雑にならないが，

A 幼稚園のように認定こども園になっていると，上記

の園児が混在し，徴収金の計算はより複雑になる． 

3-2.導入が進みにくい機能 

3-2-1.検温記録 

B幼稚園では CoDMONの連絡帳機能の利用し，保護

者アプリから毎朝検温報告を受けとっていた．A 幼稚

園，C 幼稚園では検温報告を含め連絡帳機能を利用し

ていない．C 幼稚園では手書きで用紙に記入した検温

報告を登園時に受け取っている．3園とも園内での教諭

による検温の記録は利用されておらず，検温後，手書き

で用紙に記入していた．CoDMONでは園児氏名横のリ

ストから体温を選択し，検温時刻も選択するという形

式である．この操作は，一斉に園児を検温する際には利

用不可能である． 

 

図 6 検温の記録 

2022年4月より沖縄でも体温計から直接CoDMONへ

検温情報を転送できるシステム（機器を追加で購入す

カード 

カードリーダー 

CoDMON管理画面  
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る必要がある）が利用できるようになったが，実際に一

斉に園児を検温する際に利便性が高いかは検証が必要

であろう． 

3-2-2.成長の記録 

3園とも身長，体重の計測の間隔が異なっており，記

録は手書きで用紙に記入していた．B 幼稚園では教諭

が身長，体重を計測し用紙への記録，その後，空き時間

に CoDMON へデータを登録し保護者アプリから園児

の成長の記録を閲覧できるようにしていた．C 幼稚園

では身長，体重を計測し用紙への記録後，年長組担任の

み CoDMON へデータを登録し，卒園時に保護者に配

布する資料にグラフを印刷し貼り付けて利用していた．

A 幼稚園では内科検診に利用してみたいという希望は

あるが，利用していなかった．A 幼稚園で実施してい

る内科検診で医師が必要とするデータは，園児の3歳，

4歳，5歳，6歳になる誕生日の月の身長，体重のデー

タである．毎月計測しているが，誕生月は園児ごとに異

なっているため，CoDMONで誕生月のデータのみを引

用して表示し，そのデータで成長曲線を作成すること

ができない．各幼稚園が利用したい形でデータを表示

できるようにすることが望まれる． 

 

図 7 身長体重の記録 

 

図 8 成長曲線グラフ 

3-2-3.日誌・指導案 

C 幼稚園では年長組と年少組担任教諭は CoDMON

のクラス日誌を利用していた．年少組担任教諭は，これ

まで他の教諭が見やすいようにきれいな文字で記入し

ようと意識して日誌を記入していたが，CoDMONの日

誌を利用するようになって，その点を気にせずにすむ

ので，日誌の記入時間が半分の時間ですむようになっ

たと述べた．クラス日誌を利用していない年中組担任

教諭は同期のタイミングが頻回で入力しづらい，また

意図しないタイミングで同期されてしまい 1 カ月分の

クラス日誌データを消してしまったことがあり利用し

なくなったと述べた．現在はWordで記入している．担

任教諭は全員（CoDMONでクラス日誌を作成する教諭

もWordで作成する教諭も）クラス日誌を印刷し，他の

教諭と情報を共有している．日誌の記入のしづらさに

ついては，システムの改善で対応できると考えられる．

日誌を読むことについては，スマホやパソコンなどで

読むことに関して抵抗感が強い教諭もおり，共通して

利用することが難しい．なぜシステム上で日誌を読ん

でもらえないかという点については，「コンピュータの

操作に自信がないから，コンピュータは触りたくない」，

「スマホの画面では小さくて見づらいので読みたくな

い」，「担任の先生が書いた日誌をそのクラスの補助の

先生が読む場合は，じっくり読む．他のクラスについて

の日誌は簡単に読むのでいいが，じっくり読む場合は

使いたいたくない」などの意見があった． 

 

図 9 クラス日誌 

A 幼稚園，B 幼稚園ではクラス日誌は従来通り用紙

に手書きで記入していた．A 幼稚園の主幹に日誌を利

用しない理由について尋ねたところ，まず現在利用し

ている日誌の形式をそのまま使いたいことが挙げられ

た．CoDMONでは Excelで作成された日誌や指導案を

読み込み，その形式を使うことがでる．しかし，その機

能の利用は簡単ではなく，読み込んだ後の調整も

CoDMON のタグについてのマニュアルを参考にしな
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がら行わなければならず，幼稚園職員にとってハード

ルが高い（C幼稚園で試用したところ Excelファイルを

読みんだが，記入できない状態になりうまく調整でき

ず，自園で使っている形式で利用することは断念）．

CoDMON 沖縄代理店の沖縄情報システムでは利用施

設から要望があれば日誌や指導案の形式について調整

を行うことも請け負っているが，今回調査した 3 園で

は，日誌等の調整を委託できるという情報を持ってい

なかった． 

 

図 10 園日誌のタグ 

その他，A 幼稚園の主幹が利用しない理由として挙

げた点は，日誌を読む際，従来のB4用紙に記入したも

のであれば一目で書かれていること全体を把握できる

が，CoDMONの画面ではどうしてもスクロールしなけ

ればならず，もどかしく感じるということであった．こ

の「もどかしい」ということには，スクロールの操作を

しなければならないことによって読みを邪魔されると

いうことだけでなく，画面上で読んだ内容が紙の日誌

のようには理解しづらいということも含んでいる．主

幹という管理者の立場で日誌を読む場合は，複数のク

ラスの日誌を読み，ざっと読む，熟読しミーティングな

どで話し合うべきか考える，前に書かれた日誌と比べ

るなど多様な読みをしている．そのような読みでは，紙

に書かれた日誌の利便性が高い． 

以上のことから，日誌，指導案については 3 つの問

題点が示された．1 つ目は，従来の形式を使いたいが，

その機能を使うための操作が難しいことである．2つ目

は，入力のしづらさである．頻回に同期がされており入

力しづらい．この 2 つについてはシステムの改善で対

応できるものと考えられる．3つめは日誌などを読む際

の読みづらさである．紙で読む場合と比べて，情報の一

覧性が乏しく，かつ読みながらスクロールするなど認

知的負荷がかかっている．また，書籍『ペーパーレスオ

フィスの神話』によると読みには多くの種類があり，短

く独立したテキストの断片を読んだり，編集するため

に読む場合にはコンピュータの画面上での読みは適し

ているが，深く熟考しながらの読み，書く目的での読み

方，複数のドキュメントから情報を統合するための読

み方，ドキュメントを批判的にチェックする場合の読

み方などでは問題が生じるとしている．幼稚園での業

務中でのドキュメントの読みが，コンピュータ画面上

での読みに適していない可能性がある． 

4. 考察 

4-1.CoDMONの機能的問題点 

4-1-1.設計上の問題点 

 CoDMON は保育園での利用を念頭において設計さ

れたアプリである．その為，午睡，排便など幼稚園では

利用しない機能もある．また，補助金の申請に必要な各

日の預かり保育の園児数のカウントできないなど幼稚

園で必要とされる業務に沿っていない点があることが

示された． 

4-1-2.使いづらい機能 

CoDMONの利用にあたって，検討，調整が必要であ

る機能（体温記録，成長記録，日誌，指導案など）は，

保育園，幼稚園などの業務で利用しやすい形式になっ

ていないことが示された． 

4-2.システム導入にあたっての抵抗感 

4-2-1.認知的負荷 

 これまで紙ベースで行ってきた業務（日誌，指導案な

ど）を CoDMON の機能を使って行うようにするため

には，使ってきた形式の方を調整しなければならない

場合もある．日誌などを読む場合にも，情報の一覧性が

乏しく，読みながら画面をスクロールするなどの認知

的負荷がかかっている． 

4-2-2.幼稚園の業務での読みの特性 

幼稚園の業務の中でのドキュメントの読みは，コン

ピュータの画面上での読みが適しているとされる断片

的なテキストの読みだけでなく，他の教諭との情報共

有のためにじっくりと読む，飛ばし読みをする，複数の

ドキュメントを相互参照するなどさまざまな場面が想

定される．そのような幼稚園でのドキュメントの読み
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の性質がコンピュータ画面上（または iPadなど）での

読みづらさの要因になっている可能性がある． 

よって，これまで行ってきた業務をうまくシステム

に移行できなかった場合は，かえって業務を滞らせる

リスクもあることから現状でもそれなりに機能してい

る紙を前提としたシステムをあえて壊すことに警戒心

が生じてしまう． 

5. 今後の課題 

システムを導入する際の負荷をできうるかぎり減ら

すため，幼稚園での業務で求められる機能を再度検討

し， CoDMONを改善することが望まれる． 

幼稚園側では，システムの導入にあたって自園の業

務への整合性を検討する担当者（2，3 名）を選任する

ことが必要であろう． 

その他の支援としては，幼稚園での利便性を重視し

た形で園務支援システムを導入するためのアドバイス

を行うことができるコーディネーターを配置する．幼

稚園間でCoDOMONの活用について勉強会を行うこと

なども有効であろう． 
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